
















































程に設けられた指導領域で、内容は「 1 ．健康の保持」「 2 ．心理的な安定」「 3 ．人
間関係の形成」「 4 ．環境の把握」「 5 ．身体の動き」「 6 ．コミュニケーション」の






































　本事例は、病院内に設置された公立小学校の院内学級における対象児 A の 4 年入
級から 5 年の夏季休業中の永眠までの指導の記録である。学級の担任教師は、 1 名




























　 2 年生 6 月　寛解、退院　
　 4 年生 4 月　再発による再入院　院内学級に入級　放射線・化学療法併用
　 4 年生 1 月　一時帰宅中に心不全発作
　　  　  3 月　余命 2 ， 3 ヶ月との宣告
　 5 年生 8 月　永眠
（ 2 ）　 4 年生の学習の様子
　①入級当初の様子と実態把握



































　 ・ A のもつ創造的なエネルギーや活力を生かしながら夢中になれる活動を通して
表現力・達成感・自己効力感を高め、病に立ち向かう生きる力と意欲を高める。
　③【週の学習計画案】




コマの授業時間は、標準の 1 単位時間 45 分ではなく、午前中は 30 分を基本とし、



















































　 　 　 　 　 　 　
13:30 5 音楽 図工 総合 総合 総合












































先生に教えてもらい練習してきたバイオリンを A 達も披露することになった。A が
あまりに熱心に練習する姿をみて、ボランティアの先生も予定回数を何回も超えて練
習に駆けつけてくださった。司会も A と決まった。










（ 3 ） 5 年生の学習の様子
　①　実態　　





















































































































































































の注文票もいただいた。「A ちゃん頑張れ。ぼくたち、わたしたちは A ちゃんと会え
る日をずっとずっと待ってるよ。」との動画のメッセージに、A も母親も教師も涙が







































コ　陶器作りに挑戦（ 7 月 15 日～夏休み）
　通常の陶芸では、成形、乾燥、素焼き、施釉、本焼きと一連の工程を経ると完成ま










　 8 月に入って講師の先生から完成した作品を届けられ、病室で A と母親に見せた。











































































































































































Educational Support for Health Impairment Students to 
Bring out Their Ability to Live in the Terminal Period
―Through Guidance Examples of Self-reliance Activities
（Jiritsu　Katsudou） in Cooperation and Collaboration with Medical Teams―
Michiko ITO　 Hisayoshi SUGIMOTO
　In this paper, based on previous studies, we examined the ideal way of providing 
educational support to bring out the ability to live to the terminally ill children based on 
guidance examples in cooperation with medical teams in hospital classes. As a result, on the 
premise of sharing educational needs by “building close relationships with children”, 
“supporting active life as far as possible to the end” and “conveying the preciousness of life” 
Significance confirmed. In addition, teachers in charge of end-of-life children need to have 
expertise, psychological traits as leaders, and communication skills related to team approaches. 
Therefore, it was confirmed that building a system to train and support teachers with such 
skills is also an issue.
－ 213 －
病気療養児のターミナル期における生きる力を引き出す教育的支援のあり方と課題

